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 表1 精神および行動の障害 受療率（人口10万人対）の年次推移

入　院 外　来

平成11年　平成14年　平成17年 平成11年　平成14年　平成17年

263　　　258　　　255 123　　　157　　　176
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予防活動レベル

0次・1次予防 2次・3次予防

対
象
集
団

・人間関係を含む職場ストレス
　要因の評価と改善

・職場の風土づくり

・ストレスやストレス対処の教育

・THP（健康づくり）

・ストレスフルな職場環境の早期
　発見と再発防止のための対策

・職場復帰のルールと体制づくり

・健康診断等における高リスク者
　の早期発見

・個別症例への対応
　（治療・復職・再発防止）

職
場
環
境

労
働
者
（
個
人
・
グ
ル
ー
プ
）
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 表2 職場復帰困難事例の問題点

職場環境について（n=124）
問題
なし

問題
あり

ほぼ
問題なし

やや
問題あり

事業場のメンタルヘルスへの取り組み

事業場のメンタルヘルス疾患への理解

事業場の仕事の過重性

事業場がメンタルヘルス不調者を抱える

余裕復職後の業務内容などの就業条件

上司や職場について（n=124）
問題
なし

問題
あり

ほぼ
問題なし

やや
問題あり

上司の部下に対する理解

上司の部下への接し方

上司の仕事の与え方

上司のメンタルヘルス不調の人への対応

職場の受け入れ態勢

本人について（n=126）
問題
なし

問題
あり

ほぼ
問題なし

やや
問題あり

協調性

仕事の責任感

社会常識

病識（病気である自覚や病気への理解）

家族について（n=122）
問題
なし

問題
あり

ほぼ
問題なし

やや
問題あり

家族の病気への理解

家族の経済的背景

本人と家族との関係

メンタルヘルスにおける連携（n=113）
問題
なし

問題
あり

ほぼ
問題なし

やや
問題あり

職場と産業保健スタッフとの連携

産業保健スタッフと主治医との連携

本人と主治医との関係
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 表3 メンタルへルスにおける復帰困難事例の要因

事業場の問題 個人の問題 職場環境の問題

背
　
景

教
育
育
成

体
　
制

疾
　
患

復
　
職

就
業
措
置

復
職
後

会社の方針が不明確
生産性追及の方針

メンタルヘルス活動へ
の意識が低く体制が整
っていない
個人が使い捨てのよう
忠誠心を強要

部下の育成に無関心
管理監督者教育がない

メンタルヘルス教育が
ない

メンタルヘルス専門職
がいない
主治医との連携なし
担当者を信頼できない

急に休み始めたまま
連絡してこない

休職制度を利用した
詐病や疾病利得がある

復職の判断が不適当
リハビリ出勤制度がない

病気が治っていない
意欲が低下したまま

病気に対する認知が
低いまま

産業保健スタッフとの
連携できていない

治癒しない
主治医や治療に問題

メンタルヘルス不調者
への理解が乏しく，対応
がわからない
早期発見できなかった
受診勧奨が遅れた

他に配置場所がない 降格を嫌がる 職場が受入れに拒絶的

復職後のフォローがない 業務遂行できない

就業制限を守らない

社会的支援がない

対応が分からない

コミュニケーション
能力が低い
ストレスに弱い
パーソナリティに問題

帰属意識が希薄
（いつ辞めても良い）
忠誠心が過剰

職場の雰囲気が悪い

人間関係がぎくしゃく
している
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 表 現在までのメンタルヘルス疾患による休職者の経験

現在までの休職者 度　数

経験あり

経験なし

216

142

％

60.34

39.66

累積度数

216

358

累積％

60.34

100

 表 この1年のメンタルヘルス疾患による休職者の経験

この1年の休職者 度　数

経験あり

経験なし

162

59

％

73.3

26.7

累積度数

162

221

累積％

73.3

100



34



35



36



37



38



39



40



41



42



43



44



45



46



47



48



 49

�� ��

49



 50

�� ��

50



 51

�� ��

51



 52

�� ��

52


